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必要なソフトウェアリポジトリをセットアップする

インストールプログラムが必要なすべてのソフトウェアをインストールできるように、
特定のリポジトリへのアクセスが必要になります。

EPEL リポジトリを手動で設定します

Unified Manager をインストールするシステムが Extra Packages for Enterprise Linux （
EPEL ）リポジトリにアクセスできない場合、インストールが成功するためにはリポジ
トリを手動でダウンロードして設定する必要があります。

EPEL リポジトリは、システムにインストールする必要があるサードパーティユーティリティへのアクセスを
提供します。Unified ManagerをRed Hat Enterprise LinuxとCentOSのどちらのシステムにインストールする場
合もEPELリポジトリを使用します。

手順

1. インストールに対応する EPEL リポジトリをダウンロードします。Red Hat Enterprise Linux 7 の場合
は、次のサイトからダウンロードしてください。

「 + wget 」と入力します https://dl.fedoraproject.org/pub/epel/epel-release-latest-7.noarch.rpm+`

バージョン 8 については、次のサイトからダウンロードしてください。

「 + wget 」と入力します https://dl.fedoraproject.org/pub/epel/epel-release-latest-8.noarch.rpm+`

2. EPEL リポジトリを設定します。

yum`install epel-reley-latest-<version>.noarch.rpm`

Red Hat Enterprise Linux 8 システムの場合 'javapackages-filesystem -<version>.mmodule.rpm' などのモジュ
ール型 RPM パッケージを含む内部リポジトリがある場合は ' モジュール型パッケージのメタデータも同じリ
ポジトリで使用できることを確認してください

MySQL リポジトリを手動で設定する

Unified Manager をインストールするシステムが MySQL Community Edition リポジトリ
にアクセスできない場合、インストールが成功するためにはリポジトリを手動でダウン
ロードして設定する必要があります。

MySQL リポジトリリポジトリリポジトリは、システムにインストールする必要がある MySQL ソフトウェア
へのアクセスを提供します。

このタスクは、システムがインターネットに接続されていないと失敗することがありま
す。Unified Managerをインストールするシステムがインターネットにアクセスできない場合
は、MySQLのドキュメントを参照してください。

手順
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1. インストールに対応する MySQL リポジトリをダウンロードします。Red Hat Enterprise Linux 7 の場合
は、次のサイトからダウンロードしてください。

「 + wget 」と入力します http://repo.mysql.com/yum/mysql-8.0-community/el/7/x86_64/mysql80-

community-release-el7-3.noarch.rpm+`

バージョン 8 については、次のサイトからダウンロードしてください。

「 + wget 」と入力します http://repo.mysql.com/yum/mysql-8.0-community/el/8/x86_64/mysql80-

community-release-el8-1.noarch.rpm+`

2. MySQL リポジトリを設定します。

yum install mysqld80 -community-reley-<version>.noarch.rpm

Red Hat Enterprise Linux 8 システムの場合、 AppStream リポジトリから提供される Java -11 openjdk 、
p7zip 、およびその他のソフトウェアパッケージを含む内部リポジトリがある場合、 AppStream リポジトリ
を無効にして MySQL Community Server をインストールする必要があります。次のコマンドを実行します。

# sudo yum --disablerepo=rhel-8-for-x86_64-appstream-rpms install  mysql-

community-server

キーまたはキーの不一致が見つからないというエラーが表示され、インストールが失敗した場合は、次の手順
を実行してください。

• 接続されているシステムで、次のコマンドを実行して、更新されたMySQLキーをインポートします。

rpm --import https://repo.mysql.com/RPM-GPG-KEY-mysql-<xxxx>

for example:

rpm --import https://repo.mysql.com/RPM-GPG-KEY-mysql-2022

• インターネットに接続されていないシステムでは’MySQLリポジトリファイルを更新し’gpgcheck=0とマー
クしてgpgcheckを無効にします
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